
13.下釜貝層と溶岩円頂丘群
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北高来郡飯盛町江の浦一飯盛中学校前一八天岳

県営バス 江の浦線 ,江の浦下車

諫早南部 (1/25,000)

北高飯朧町の江の浦バス停①から5分も歩くと下釜の海岸にでる。

②の海岸の崖にはれき層や泥岩層が現われている。この地層は第四

紀洪積世の海成堆積物でこのあたりではめずらしい。貝化石を含む

ため下釜貝層と呼ばれている。護岸工事のため洪積層の下部が見え

にくくなっているが,ひ ととうり下部の基底れき岩から上部の巨れ

きの含まれた部分までの層序は観察できる。 (図 2柱状図参照 )

潮の引いた磯では砂質の灰緑色泥岩層の中から植物化石がみつけら

れよう。洪積世に特徴的なホーセンジグルミのほか,セ ンダン・コ

ブシ 0コ ナンキンハゼ・エゴノキなどの種子ゃ,炭化 した木片など
が採集されている。この泥岩層は満潮時には腰まで海水面におおわ

れる場所にあり,水分を多量に含んでいて岩質が非常に軟かい。
またこの海成層からは 4πttz gππθ

"(ハ
ィガイ)(図 3)を

はじめとする各種の内湾性の貝化石が採集でき,50種 が報告されて

いる。員のほか,カ ニ・フジツボ・ウニなどの化石 も採集できる。
下釜貝層は角せん石安山岩の浸食面の上に不整合に重なっているた

め,こ の付近の角せん石安山岩よりもこの層が新 しいことを知るこ

とができる。そしてこの下釜貝層は段丘れき層により整合におおわれ

ていて,北方約 2 kmの 飯盛中学校付近からみるとこの段丘の平坦面
が非常によくわかる。

下釜貝層は中位段丘堆積物,下末吉層に対比されている。 (リ ス
・ウルム間氷期堆積物 )
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図 1 江の浦付近ルー トマップ

江の浦から三本松を通り飯盛中学校③まで行く。バス

分で着く。

③の付近の露頭はすべて灰色泥岩の江の浦層である。江の浦層は

諫早層群の中で最も下位になる古第二紀の堆積岩で,こ の地域の低
地一帯に分布し,有孔虫化石鋤 ππグπα″″ を含んでいる。l mm
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図3 江の浦産の化石

前後の小さい有孔虫であるためよく見なければ見落 としてしまう。

現地で見つけにくい場合は,泥岩の塊を持ち帰 り,水に溶かして泥

を洗い流して有孔虫を選び出すと良い。

このあたりの山は角せん石安山岩よりなるきれいな形の トロイデ

(溶岩円頂丘)群で,八天岳・飯盛岳・佐田岳などが目につ く。と

りわけ飯盛岳 と佐田岳の一対の山は美しい。乳房状火山とは良 くい

ったものである。

飯盛岳を左に見ながら石原を通 り標高 297mの 八天岳へ向う。八

天岳の西斜面にある石切場④では,風化 していなぃ角せん石安山岩
の良標本が採集できる。この角せん石安山岩は淡い灰緑色の石基を

もち,黒 く長い針状の角せん石の斑品を多く含んでいる典型的な斑

状組織の岩石である。岩石の実験観察にはこのような岩石を標本と

して用いるべきであろう。 (西村暉希 )
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